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令和５年度 大分県データヘルス推進事業

データヘルスとは

データヘルスの更なる推進、ライフステージを通じた予防・健康づくりによる 健康寿命の延伸 ・ 医療費適正化

２．生活習慣病の発症・重症化予防・早期発見に向けた
特定健診等受診率向上に向けた取組

 特定健診等WEB予約体制の導入支援

 特定健診の受診率向上に向けた啓発

１．健診・医療データの分析結果に基づく施策の展開、基盤整備

 PDCAサイクルによるデータ分析･評価･施策化支援

 服薬適正化に向けた支援体制の強化
○薬剤師会、国保連合会等と連携した服薬適正化支援方策の検討
・対象者に応じた服薬適正化支援モデルの検討、効果検証
○薬剤師と連携した対象者の把握及び服薬適正化支援
・データ分析等による重複服薬等該当者の選定
・対象者に応じた服薬適正化支援（通知、訪問 等）

３．効果的な保健事業の実施体制の確保、人材育成

 ICTを活用した保健指導実施体制の整備  地域の医療関係者等と保険者の連携によるデータヘルスの推進

R5年度の取組

保険者が保有する医療レセプトや健診
レセプト等の被保険者データの分析・活
用により、効果的・効率的に疾病予防や
健康づくりなどの保健事業を行うこと
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協力依頼

令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）

対象者抽出のためのデータ分析、 効果検証に係るデータ分析 等

目的：医療（調剤）レセプトデータ分析結果に基づき抽出された重複服薬対象者リストを薬剤師の専門的な見地から
精査し事業の効率化を図るとともに薬剤師会との連携による医薬品の適正使用に向けた推進体制を構築する。
H30～R3の取組課題を他県事例等を参考に解決するとともに、より効率的・効果的な方策を検討する。

内容：○薬剤師会、国保連合会等と連携し、服薬適正化支援モデルや効果的な取組体制を検討、効果検証
○薬剤師と連携した対象者の把握及び服薬適正化支援（モデル事業）
※対象者の定義：同一月内に同一成分の薬剤（内服薬）が複数の医療機関から14日以上処方され、処方期間が重複している者等
①データ分析による重複多剤服薬対象者の抽出と県薬剤師会による対象者の精査
②ソーシャルマーケティング手法等を活用した資材作成、対象者への「お薬相談」勧奨通知
③地域薬剤師会の協力の元、勧奨対象者のかかりつけ薬局でのお薬相談の実施
④勧奨通知の効果検証、事業評価、次年度以降の効果的な実施に向けた検討

県薬剤師会
ポリファーマシーの推進に係る

人材育成・普及啓発

対象者リストの
提供
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令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）

事業スケジュール

●モデル市データ分析・対象者抽出：７月

●モデル市対象者の薬剤師会による確認：８月

●モデル市、医師会、薬剤師会打ち合わせ：８月～１０月

●服薬通知の送付：１１月７日

●服薬通知にかかるコールセンター開設：１１月７日～１２月５日

●アンケート受付期間：１１月７日～１月５日

●効果検証作業：令和６年１月～３月（１１月・１２月診療分データ）

●事業効果検証報告会：３月
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令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）

多剤

・多くの疾患複数の医療
機関・診療科で受診によ
り処方され、薬剤の一元
管理ができていない状態
・多くの高齢者が該当

同一成分

・薬剤名称は異なるが同
じ成分の薬が処方されて
いる状態

同種同効

・同じ種類、同じ効用の
薬が同時に処方されて
いる状態

長期処方

・６ヶ月間に120日以上同
一薬剤が処方されている
状態

・薬剤に対する耐性がで
きてしまい効果が出てい
ない可能性もある

禁忌

・医療用医薬品の添付文
書上の禁忌等の記載に
該当

併用禁忌

・併用が禁止されている
薬剤の組み合わせが発
生している状態

傷病禁忌

・傷病や検査値に対して
投薬ができない薬剤が
処方されている状態

ポリファーマシー

・複数の薬剤によって引き起
こされる相互作用や有害事
象により、服薬者に不利益
が生じている状態

・医師、薬剤師が意図してい
ない

重複

・同時期に複数の医療機
関から同じ薬が投与

ポリファーマシーの種類と通知対象
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○対象レセプト：入院外、調剤

○対象年齢：全年齢（2023年3月末時点年齢）

○対象薬剤：内服薬、一部の外用薬（自己注射、筋骨格系貼付剤、呼吸器系貼付剤、
循環器系貼付剤、ホルモン系貼付剤、吸入剤、膣用、座剤、眼・耳鼻用剤）

○対象外薬剤：生薬、麻薬、頓服、短期処方のもの 等

○対象者除外要件：HIV、指定難病、末期がん（麻薬処方）の者

○薬剤抽出条件：

令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）

種類 データ期間 薬剤抽出条件 備考

同一成分 令和5年3月診療分 個別医薬品コード（YJコード）先頭7桁

同種同効 令和5年3月診療分 ATCコード先頭5桁

傷病禁忌 令和5年3月診療分 個別医薬品コード（YJコード） 令和4年健診データ

併用禁忌 令和5年3月診療分 個別医薬品コード（YJコード）

長期処方
令和4年10月診療分～
令和5年3月診療分

ATCコード
※６ヶ月間で120日分以上同一薬剤が処方
されている

※個別医薬品コード（YJコード）・・・（１２桁）一般名や統一名収載医薬品に銘柄毎に付番して区別できるもの
ＡＴＣコード・・・（７桁）薬効、作用部位・科学的な特徴に基づく分類
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令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）
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令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）

通知物一式

①鑑文
お薬の服薬に関するご案内

③服薬内容
ポリファーマシー対策通知
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令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）

③服薬内容通知サンプル（表面・裏面）

（裏）（表）
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令和５年度 大分県データヘルス推進事業（服薬適正化に向けた支援体制整備事業）

③服薬内容通知サンプル（中面）

対象者へ
の注書き

医療機関・
薬局に見て
もらう項目
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